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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤、緑及び青の３色の基本色を発光する光源を備え、前記光源の発光に同期して４色の
基本色画像を順次表示することにより画像を再現するシーケンシャル方式の液晶表示装置
であって、
　赤、緑及び青の３色の信号からなる映像信号を入力して、赤、緑、青と他の１色の４色
の信号からなる映像信号に変換する３色４色変換手段と、
　前記３色の光源のうち、１色の光源に対して与える電流パルスを制御して該光源が発光
する光の中心波長を変化させて２色の発光を行わせることにより、前記他の１色の基本色
画像を表示する制御手段を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　赤、緑及び青の３色の基本色を発光する光源を備え、前記光源の発光に同期して４色の
基本色画像を順次表示することにより画像を再現するシーケンシャル方式の液晶表示装置
における発光方法であって、
　赤、緑及び青の３色の信号からなる映像信号を入力して、赤、緑、青と他の１色の４色
の信号からなる映像信号に変換する３色４色変換過程と、
　前記３色の光源のうち、１色の光源に対して与える電流パルスを制御して該光源が発光
する光の中心波長を変化させて２色の発光を行わせることにより、前記他の１色の基本色
画像を表示する制御過程と
　を有することを特徴とする液晶表示装置の発光方法。
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【請求項３】
　赤、緑及び青の３色の基本色を発光する光源を備え、前記光源の発光に同期して４色の
基本色画像を順次表示することにより画像を再現するシーケンシャル方式の液晶表示装置
における発光制御プログラムであって、
　赤、緑及び青の３色の信号からなる映像信号を入力して、赤、緑、青と他の１色の４色
の信号からなる映像信号に変換する３色４色変換処理と、
　前記３色の光源のうち、１色の光源に対して与える電流パルスを制御して該光源が発光
する光の中心波長を変化させて２色の発光を行わせることにより、前記他の１色の基本色
画像を表示する制御処理と
　をコンピュータに行わせることを特徴とする液晶表示装置の発光制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィールドシーケンシャル方式の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　１フレームを複数のサブフレームに分け、それぞれのサブフレームでは異なった色の画
像を表示するシーケンシャル方式の液晶表示装置においては、表示面を背後から照明する
バックライトもそれぞれのサブフレームで異なる色の発光源を使用している。このような
液晶表示装置において、赤、緑、青の３原色を用いた色再現では色の再現範囲が限定され
てしまうため、バックライトに４原色以上の発光素子を用いることにより色再現範囲を拡
大することができるカラーシーケンシャル型表示装置が知られている（例えば、特許文献
１参照）。例えば、赤、緑、青緑、青の４色の発光素子を使用して、これらの４色の発光
素子をシーケンシャルに点灯する場合は、図５に示すように、予め決められている１フレ
ーム内を各発光素子に対応する４つのサブフレーム内において、各色の発光素子を点灯す
るための電流パルスを各発光素子に対して与えることにより、シーケンシャルな点灯を実
現している。
【特許文献１】特開２００２－２４４６２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１に記載の表示装置において、４色以上の発光素子を使用する
ことにより色再現範囲を拡大することはできるが、拡大できる色再現範囲に応じて、新た
な原色の発光素子を取り付けるスペースを新たに設けなければならないため、装置内の取
り付け密度を高くするのが困難になるという問題がある。また、色再現範囲を拡大するた
めに必要な原色の発光素子が新たに必要となるため、表示装置のコストが高くなってしま
うという問題もある。
【０００４】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、表示原色の数以下の発光素子の種
類数にて表示の多色化を実現し、ＣＩＥの色度数（ＣＩＥ１９３１色度図）上で表される
表示装置の色域の拡大を図ることができる液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、基本色を発光する光源を備え、前記光源の発光に同期して基本色画像を順次
表示することにより画像を再現するシーケンシャル方式の液晶表示装置であって、前記光
源の波長特性に応じて、前記光源が発光する光の中心波長を制御する制御手段を備えたこ
とを特徴とする。
【０００６】
　本発明は、前記光源は、赤、緑及び青の３色の基本色を発光することが可能な光源であ
り、前記制御手段は、前記３色の光源のうち、少なくとも１色の光源に対して与える電流
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パルスを制御することにより２色以上の発光を行わせることを特徴とする。
【０００７】
　本発明は、基本色を発光する光源を備え、前記光源の発光に同期して基本色画像を順次
表示することにより画像を再現するシーケンシャル方式の液晶表示装置における発光方法
であって、前記光源の波長特性に応じて、前記光源が発光する光の中心波長を制御する制
御過程を有することを特徴とする。
【０００８】
　本発明は、基本色を発光する光源を備え、前記光源の発光に同期して基本色画像を順次
表示することにより画像を再現するシーケンシャル方式の液晶表示装置における発光制御
プログラムであって、前記光源の波長特性に応じて、前記光源が発光する光の中心波長を
制御する制御処理をコンピュータに行わせることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、発光素子の色の種類を増やすことなく、バックライトの色数を増や
すことができ、ＬＥＤの必要数を減らすことができるという効果が得られる。また、ＣＩ
Ｅの色度図上で表すことができる色域の範囲が四角形となるため広い色域を確保すること
ができるという効果も得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態による液晶表示装置を図面を参照して説明する。図１は同実
施形態の構成を示すブロック図である。この図において、符号１は、赤と緑および青の３
色の信号からなる映像信号を入力して、赤、緑、緑青、青の４色の信号に展開する３色４
色変換回路である。符号２は、３色４色変換回路１の出力である表示画像データを、赤、
緑、緑青、青の色それぞれ毎に一時的に保持するフレームメモリである。符号３は、ＯＣ
Ｂ（Optically Conpensated Birefringence）パネルで構成された表示部であり、フレー
ムメモリ２に保持されている表示画像データに基づいて画像表示を行う。符号４は、赤と
緑および青の３色のＬＥＤからなるＬＥＤバックライト（以下、バックライトと称する）
である。符号５は、フレームメモリ２の書き換えタイミングと同期して、バックライト４
の点灯タイミングとＬＥＤ電流の振幅およびパルス幅を制御するバックライト制御回路で
ある。
【００１１】
　ここで、図３を参照して、バックライト４において用いる緑色ＬＥＤの波長特性を説明
する。図３は、緑色ＬＥＤに与える順電流を変化させた場合の発色を示す色度図である。
図３に示すように、順電流を「１ｍＡ」、「５ｍＡ」、「２０ｍＡ」、「５０ｍＡ」、「
１００ｍＡ」と変化させた場合、ＬＥＤが発光する光の中心波長（主波長）は、「５３６
ｎｍ」、「５３２ｎｍ」、「５２５ｎｍ」、「５２０ｎｍ」、「５１６ｎｍ」と変化する
。すなわち、電流値が大きくなると、中心波長が短い波長側にずれ、発光色が変化する。
また、図４に示すように、４色（赤、緑、緑青、青）のＬＥＤを使用した場合の再現可能
な色の範囲は、各ＬＥＤの原色（赤、緑、緑青、青）の色度を頂点とする四角形内となる
。一方、３色（赤、緑、青）のＬＥＤを使用した場合の再現可能な色の範囲は、各ＬＥＤ
の原色（赤、緑、青）の色度を頂点とする三角形内となる。
　本発明では、図３に示す特性を利用して、３色のＬＥＤにより４色のＬＥＤで表現可能
な色を再現するものである。
【００１２】
　次に、図２を参照して、図１に示す装置の動作を説明する。
　まず、３色４色変換回路１は、３色の入力映像ソースに対して、３色から４色への展開
を行い、各色毎にフレームメモリ２へ表示画像データを記憶する。フレームメモリへ記憶
した表示画像データは赤、緑、緑青、青の順番に順次取り出し、ＯＣＢパネル３へ送る。
そして、ＯＣＢパネル３は送られてきた表示画像データを順次表示することにより、画像
が再生される。
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【００１３】
　一方、バックライト制御回路５は、図２に示すタイミングにより各色に対応するサブフ
レームの期間中に対象のＬＥＤが点灯するように、バックライト４を構成するＬＥＤに対
して与える電流パルスを制御する。このとき、バックライト制御回路５は、緑青の映像表
示期間中は、緑のＬＥＤに対して与える電流パルスの波高を緑色表示時の５～１０倍、パ
ルス幅は１／５～１／１０となるように電流パルスを制御する。これにより、青緑期間に
おいて、緑のＬＥＤから青緑色の発光がされ、あたかも４色のＬＥＤを使用した場合と同
様に発光が行われることとなる。
【００１４】
　このように、緑のＬＥＤを使用して、与える電流パルスの幅と高さを変えるように制御
することで同一輝度の発光をさせるとともに、発光波長を変化させることができ、緑のＬ
ＥＤを２色（緑と青緑）の発光源として使用することが可能となる。
【００１５】
　また、４色（赤、緑、緑青、青）のＬＥＤを使用した場合と同じ色再現範囲になるよう
に緑のＬＥＤに対して与える電流パルスの波高を緑表示時の５～１０倍（図３の５ｍＡ付
近）とし、発光する光の色度を青緑ＬＥＤの発光する光の色度と合致する（図４の青緑Ｌ
ＥＤの色度）ようにしたため、電流パルスを制御するのみで、４色を使用して構成された
液晶表示装置の構成を変更することなく使用できるとともに、光源のＬＥＤを４色から３
色へ減色することができるため光源の構成を簡単にすることができる。
【００１６】
　なお、表示色の順番の組み合わせは、図２に示す順番に限定されるものではない。また
順番の組み合わせはフレーム毎、数フレーム毎などで切り替えてもよい。また、２色発光
させるＬＥＤは緑以外の色でもよく、与える電流を変化させることにより発光する光の中
心波長を変化させることができるＬＥＤであれば何色のＬＥＤであってもよい。また、１
つのＬＥＤに対して与える電流パルスを制御することにより、３色以上の色表現を行うよ
うにしてもよい。
【００１７】
　また、前述した説明では、ＬＥＤに対して与える電流を制御して、発光色を変化させる
例を説明したが、使用する光源は、ＬＥＤに限るものではなく、与える電圧を制御するこ
とにより発光色を変化させることができる光源を使用するようにしてもよい。すなわち、
電気的な変化（電流や電圧）を与えることにより、発光する光の中心波長を変化させるこ
とができる光源を使用可能である。
【００１８】
　また、図１における各処理部の機能を実現するためのプログラムをコンピュータ読み取
り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシス
テムに読み込ませ、実行することにより色再現処理を行ってもよい。なお、ここでいう「
コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また
、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディス
ク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディ
スク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、
インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信され
た場合のサーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（ＲＡＭ
）のように、一定時間プログラムを保持しているものも含むものとする。
【００１９】
　また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に格納したコンピュータシステ
ムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波により他のコンピュータシス
テムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「伝送媒体」は、インターネッ
ト等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通信線）のように情報を伝送す
る機能を有する媒体のことをいう。また、上記プログラムは、前述した機能の一部を実現
するためのものであっても良い。さらに、前述した機能をコンピュータシステムにすでに
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記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるもの、いわゆる差分ファイル（差
分プログラム）であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態の構成を示すブロック図である。
【図２】３色のＬＥＤに対して与える電流パルスを示すタイミングチャートである。
【図３】緑色のＬＥＤの波長特性を示す図である。
【図４】４色のＬＥＤで表現可能な色度の範囲を示す色度図である。
【図５】４色のＬＥＤに対して与える電流パルスを示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
【００２１】
　１・・・３色４色変換回路
　２・・・フレームメモリ
　３・・・表示部（ＯＣＢパネル）
　４・・・ＬＥＤバックライト
　５・・・バックライト制御回路

【図１】 【図２】
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【図５】
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